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※このカタログはSI単位の他に、

　従来単位も併記しています。

※本カタログの表面粗さの表記は、

　JIS B 0601：2001に準拠しています。
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　オイルシールとは一言でいえば、オイル（油）をシールする

（封じる）機械要素です。

　機械の摩擦部分には、機械を動きやすくするために油を入

れておりますが、その油が機械の“すきま”から漏れるのを防ぐ

ために、オイルシールが使われています。しかしながら、機械

技術の発達に伴い油だけではなく、水や薬液の漏れ、又は

機械の中に外からほこりや土砂が侵入するのを防ぐことが

必要になり、ここでもオイルが使われるようになりました。

　このようなシールする働きをもつ装置には、〈図−1.〉のよう
にオイルシールのほかにOリング、リップパッキン、グランド
パッキン、メカニカルシールなどがありますが、なかでもオイル
シールは、回転軸部分に最も多く使われている代表的な
シールです。

　私達に身近な自動車を例にとって、オイルシールがどのよう
に使われてるのか説明してみましょう。〈図−2.〉は、自動車の
エンジンにオイルシールが使われている例です。
　ピストンの往復運動が、コネクチングロッドによってクランク軸
の回転運動に変換されます。クランク軸は、メタル軸受けで
支持されています。その軸受、その他金属どうしがしゅう動する
部分を潤滑するために、オイルパンにエンジン油が貯えら
れています。オイルパンは、クランクケースに固定されています
ので、その動かないクランクケースと回転するクランク軸との
間には、必ず“すきま”が必要になります。このように、回転する
軸とケースの“すきま”や、往復する軸とケースの“すきま”から
の漏れを防ぐ密封装置が、オイルシールです。
　なお、オイルシールが、ギヤードモータに使われている
使用例を〈図−3.〉に示します。

〈図−1.〉密封装置の分類
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内は、NOK及びNOKグループ会社の取扱製品を示します。
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〈図−3.〉ギヤードモータ使用例

〈図−2.〉エンジン使用例
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■オイルシール各部の働き
オイルシール各部の名称を〈図−4.〉に、オイルシール各部の
働きを〈表−1.〉に示します。

〈図−4.〉オイルシール各部の名称

〈表−1.〉オイルシール各部の働き

　　名　称 各　部　の　働　き

❶

リ
ッ
プ
部

リップ先端部
（しゅう動面） リップ先端はくさび状の断面形状をなし、先端部で軸表面を押し付けて、流体を密封する働きをします。

❷ シールリップ部

シールリップはフレキシブルなエラストマーでできており、機械の振動や密封流体の圧力変動の影響に
対し、安定した密封作用を保つように設計され、リップ先端部の軸表面との接触状態を安定した状態に
保つ働きをします。
なお、“ばね”はシールリップ部の軸への押し付け力を高め、その押し付け力を維持する役割があります。

❸ ダストリップ部 ダストリップは補助的に付けられた“ばね”なしリップで、ダストの侵入を防ぐ働きをします。

❹ はめあい部
はめあい部はオイルシールをハウジング穴に固定すると同時に、オイルシール外周面とハウジング内面と
の接触面間からの流体の漏れ、又は侵入を防ぐ役目をします。
なお、金属環はオイルシールをハウジングに固定し、はめあい力を保持する役割があります。


